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基 本 理 念

地域中核病院として住民の健康を守り、
急性期から慢性期まで、

入院から在宅までの療養を支えます

基 本 方 針

患者中心の医療、福祉サービスを提供します。
患者のQOLの向上のために努力をします。
医療、看護、介護技術の質の向上に常に努力します。
地域との連携を大切にします。
医療従事者としての自覚を持ち、自己の研磨に努めます。

患 者 権 利 憲 章

当院ではインフォームド・コンセント（十分な情報提供に
基づく患者さん自身の選択）を大切にしています。
年齢、性別、国籍、宗教、病気の種類、社会的地位などに
かかわらず平等に治療を受けることができます。
病状、治療の内容、今後の見通しについて主治医からわかり
やすい言葉で説明を受け、十分な納得のうえで適切な治療
を選択することができます。
診療録の開示を受けることができます。
治療、検査、リハビリ、看護、介護、食事などに希望が
ある場合は、申し出ることができます。転院される場合は
必要な情報を提供します。
プライバシーや個人情報は保護されます。

≫ 診 療 科 目

整形外科・内科・外科・小児科・脳神経外科・眼科・
皮膚科・リハビリテーション科・麻酔科

≫ 病 床 数

回復期リハビリテーション病棟	 43床
回復期リハビリテーション病棟	 33床
急性期一般病棟	 	 	 46床
（うち、地域包括ケア病床	 	 10床）
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約
30
年
間
、
大
学
病
院
に
て
培
っ
た

整
形
外
科
医
と
し
て
の
経
験
を
西
宮
の

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば

る
次
第
で
す
。

　
西
宮
回
生
病
院
は
明
治
40
年
の
開
設

以
来
、
戦
争
や
震
災
も
経
て
、
長
ら
く

阪
神
地
区
の
地
域
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
き
た
、
歴
史
あ
る
病
院
で
す
。

映
画
「
火
垂
る
の
墓
」
に
も
登
場
し
た

病
院
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
ド
ー
ム
型
の

正
面
玄
関
を
含
め
た
旧
病
院
の
建
物
は
、

地
域
の
方
々
に
も
惜
し
ま
れ
つ
つ
解
体

さ
れ
、
平
成
28
年
に
新
し
い
病
院
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
病
院
機
能
は
、
内
科
・
外
科
・

小
児
科
・
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・
眼

科
・
皮
膚
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・

麻
酔
科
の
診
療
科
を
備
え
た
、
総
合
病

院
的
な
要
素
も
保
ち
つ
つ
も
、
新
病
院

ス
タ
ー
ト
時
よ
り
整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
特
色
を

前
面
に
出
し
た
病
院
に
変
貌
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

　
整
形
外
科
手
術
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
や
早
期
社
会
復
帰
に
対
応
し
た
最
小

侵
襲
手
術
（M

IS

）
を
積
極
的
に
行
っ
た

う
え
で
、
当
院
の
最
大
の
特
長
で
あ
る

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
患
者

さ
ん
の
機
能
回
復
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
骨
折
、
中
高
年
の
関
節
機

能
障
害
の
再
建
か
ら
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
競
技
復
帰
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
整
形
外
科
治
療
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
外
来
通
院
で
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
い
令
和
の
時
代
に
西
宮
回
生
病

院
が
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
親
し

ま
れ
、
よ
り
頼
ら
れ
る
病
院
に
な
る
よ

う
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
最
後
の
4
月
よ
り

新
し
く
院
長
と
し
て

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

[専門分野]
・整形外科
・リウマチ

新
し
い
令
和
の
時
代
に

よ
り
親
し
ま
れ

よ
り
頼
ら
れ
る
病
院
へ

院長　福西 成男
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２
０
１
６
年
の
秋
に
整
形
外

科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

軸
に
、
急
性
期
・
回
復
期
の
治

療
を
中
心
と
し
た
病
院
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
２
０
１
９
年
4
月
1
日
か

ら
は
、
整
形
外
科
の
常
勤
医
師

数
の
増
員
、
診
療
内
容
の
充
実
、

救
急
外
来
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
医
師
を
配
置
す
る
な
ど
、
整

形
外
科
診
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
領
域
で
地
域
の
み
な

さ
ん
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。

令
和
の
新
時
代
か
ら
も
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
高
い
質

で
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
宮

回
生
病
院
は
進
化
し
続
け
て
い

き
ま
す
。

新
し
い
時
代
に

貢
献
で
き
る
体
制
へ

新体制スタート

形外科整
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月～金曜
土曜

☎︎0798-33-0601

≫ 対 象 疾 患

各関節疾患(股、膝、足、肩、手)・捻挫・
脱臼・骨折・スポーツ外傷・障害
骨粗しょう症・脊椎脊髄疾患	など

≫ 整 形 外 科 外 来 診 療 時 間

9:00～12:00／13:30～17:00
9:00～12:00

受付時間 ［月～金曜］8:00～11:30／12:30～16:30	［土曜］8:00～11:30

整 形 外 科 外 来 は 2 診 体 制 で 毎 日 診 療 。 さ ら に 受 診 し や す く な り ま し た ！

何が変わった？

新しくなった4つのこと
平日は月曜から金曜まで、午前午後とも整形外科外来を２診体制として、外来患者さ
んに対して速やかな診断治療が行えるような体制になりました。
また部活動終了後の学生や、トップアスリートのスポーツ外傷に対応すべく、水曜日
には夜間帯に外来診療（予約診のみ）とリハビリテーションを、アスリートリハビリテー
ションとして行っています。

外来診療の充実

整形外科救急として、迅速な救急入院対応が可能になりました。外来診療枠とは別に、
救急外来に対応できるよう医師を配置しています。

救急体制の充実

リハビリテーションスタッフの増員も行い、入院・手術後の急性期から回復期、そし
て外来通院、在宅まで一貫したリハビリテーションの提供が可能です。

リハビリテーションの充実

整形外科の各部門に専門領域を持った医師を配置し、中高年の関節疾患に対する人工股
関節置換術、人工膝関節置換術、人工肩関節置換術及び各種骨切り手術、スポーツ障害、
外傷に対する膝関節靭帯再建術、半月板手術、肩関節腱板手術など、さまざまな対象
疾患に対応します。
また、肩領域、膝領域、股関節領域、リウマチ領域、人工関節領域など領域ごとの手術・
治療を行える体制を整えました。それぞれの領域の医師が最善の治療を提供すべく、チー
ム一丸となって取り組みます。

診療内容の充実
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関
節
鏡
視
を
使
用
し
た

手
術
の
普
及
に
つ
い
て

整
形
外
科
領
域
で
多
く
行
わ
れ

る
手
術
の
ひ
と
つ
に
、
膝
の
靭
帯

や
半
月
板
損
傷
に
対
す
る
「
関
節

鏡
視
下
手
術
」
が
あ
り
ま
す
。
膝

の
靭
帯
や
半
月
板
損
傷
と
い
う
け

が
は
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
で
よ
く
起

こ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
続
け
る

た
め
に
は
手
術
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

靭
帯
と
は
関
節
を
安
定
化
さ
せ
る

た
め
に
あ
る
骨
と
骨
を
つ
な
ぐ

「
す
じ
」
の
役
割
を
担
い
、
半
月

板
は
上
下
の
骨
の
間
に
挟
ま
っ
て

い
る
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
の
役
割
で

す
。
30
年
く
ら
い
前
ま
で
は
、
こ

れ
ら
の
手
術
を
行
う
際
は
皮
膚
を

大
き
く
切
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
関
節
鏡
手
術
の
発
展
に
よ
っ

て
、
皮
膚
を
切
る
面
積
と
傷
跡
が

と
て
も
小
さ
い
、
関
節
鏡
視
下
手

術
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

関
節
鏡
視
下
手
術
と
は

膝
の
中
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
行

う
手
術
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
関

節
鏡
は
鉛
筆
く
ら
い
の
太
さ
の
内

視
鏡
で
、
関
節
内
を
観
察
し
な
が
ら

細
い
手
術
器
具
を
刺
入
し
て
行
い

膝
の
関
節
鏡
手
術

整
形
外
科
の
ド
ク
タ
ー
リ
レ
ー

整
形
外
科 

顧
問

吉
矢 

晋
一
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ま
す
。

関
節
鏡
を
用
い
た
手
術
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
は
、
低
侵
襲（
※
）で
あ

る
こ
と
で
す
。
手
術
創
が
と
て
も

小
さ
い
た
め
、
患
者
さ
ん
へ
の
負

担
が
少
な
く
回
復
が
早
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
関
節
の
奥
の
構
造
ま
で
把

握
で
き
る
た
め
、
大
き
く
皮
膚
を

切
開
し
て
い
た
昔
よ
り
も
、
よ
り

正
確
な
手
術
に
つ
な
が
り
ま
す
。

半
月
板
や
靭
帯
損
傷
の

手
術
に
つ
い
て

半
月
板
の
手
術
は
、
断
裂
し
た

半
月
板
が
引
っ
か
か
っ
て
い
る
場

合
や
、
挟
ま
っ
て
痛
み
が
あ
る
場

合
に
そ
の
部
分
を
縫
う
（
縫
合
術
）

ま
た
は
取
り
除
く
（
切
除
術
）
手

術
を
行
い
ま
す
。

一
方
で
靭
帯
の
手
術
を
行
う
場

合
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
前
十
字

靭
帯
損
傷
で
す
。
こ
の
靭
帯
は
関

節
の
中
に
あ
っ
て
、
い
っ
た
ん
伸

び
た
り
切
れ
た
り
す
る
と
縮
ん
で

細
く
な
る
の
で
、
手
術
で
は
切
れ

た
靭
帯
を
つ
な
ぐ
の
で
は
な
く
、

関
節
周
囲
の
自
分
の
腱
（
す
じ
）

を
関
節
内
に
移
植
し
て
靭
帯
の
代

わ
り
に
な
る
構
造
物
を
再
建（
靭
帯

再
建
術
）す
る
手
術
を
行
い
ま
す
。

手
術
後
に
ス
ポ
ー
ツ
復

帰
す
る
た
め
に
は

半
月
板
や
靭
帯
の
鏡
視
下
手
術

を
す
る
人
は
、
ケ
ガ
に
よ
っ
て
満

足
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
な
い

た
め
に
手
術
に
至
る
の
で
す
が
、

手
術
後
は
80
～
90
％
の
人
が
元
の

ス
ポ
ー
ツ
に
復
帰
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
受
傷
・
手
術
後
に
は
筋

肉
が
弱
く
な
り
、
そ
の
回
復
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
手

術
を
行
っ
た
組
織
が
治
っ
て
強
く

な
る
ま
で
に
は
数
カ
月
を
要
し
ま

す
。
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
復
帰
ま
で
の
期
間
に
十
分

な
筋
力
や
運
動
機
能
を
回
復
す
る

こ
と
が
、
手
術
と
同
じ
く
ら
い
大

事
に
な
り
ま
す
。

関
節
鏡
視
下
手
術

靭帯再建術

MEMO

低侵襲とは…？

身体への傷やダメージをで
きるだけ少なくする治療の
ことをいいます。

今回の場合は、手術の傷口
が小さく回復が早いことを
示しています。
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上から見た図中央の顆間隆起（かかん
りゅうき）を境に、内側にあ
る内側半月板と外側にある
外側半月板が存在します。
内外の半月板はともに、血
行が関節包と接する外縁の 
10～25%にしか存在しませ
ん。1）

半月板

半月板損傷

膝への強い衝撃や膝関節が異常な
状態でねじれると、半月板の一部が
大腿骨(ふとももの骨)と脛骨(すね
の骨)のあいだに挟まり損傷します。
損傷すると、膝の曲げ伸ばしにひっ
かかりを感じたり、痛みや腫れを繰り
返します。
治療法のひとつに手術があります。
かつては「部分切除術」が主でした
が、切除後の二次的な軟骨損傷が問
題となることから、近年では縫合術
が行われるようになってきています。

顆間隆起

内側半月板

前十字靭帯
後十字靭帯

外側半月板

　Dr.神原からのヒトコト

半月板は膝の中で重要な役割を担います。
損傷したときは手術により可能な限り温存するために縫合術が必要です。
詳しい情報は日本整形外科学会に掲載されていますので、確認してみてください。

整形外科医
神原 俊一郎（かんばら しゅんいちろう）
整形外科専門医(日本整形外科学会)、認定スポーツ医(日本整形外科学会)		

1)Arnoczky,	S.	P.	Microvasculature	of	the	human	meniscus.	Am	J	Sports	Med.10(2),	1982,90-5.

半月板について
半月板は脛骨(すねの骨)の表面を覆う軟骨組織です。
三日月状をしており、膝関節を安定させる役割や、クッ
ションのように膝にかかる衝撃を吸収して分散させる役割
を担っています。
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ヒトメタニューモウイルスってなに？

ヒトメタニューモウイルスとは
2001年に発見されたウイルスで「パラミクソウイルス科	ニューモウイルス
亜科	メタニューモウイルス属」に分類されたRNAウイルスです。気管支炎
や肺炎などの呼吸器感染症を引き起こす症状がRSウイルスに似ています。
母体からの移行抗体がなくなる6カ月頃から2歳までに約50%、10歳までに
はすべての子どもが感染します。1回の感染では免疫を獲得できず何度も感
染しますが、年齢が上がるにつれて少しずつ免疫がつき、症状が軽くなる傾
向があります。また幼児だけではなく大人にも感染します。

主な症状
・咳（多くの場合、1週間程度続きます）
・熱（4～5日程度続きますが、10日程度続く場合もあります）　
・鼻水　・ゼイゼイ（ヒューヒュー）という呼吸　・呼吸困難　など
※長期化すると嘔吐や下痢の胃腸症状が起こる場合もあります。

ピークは3月から6月
1年中発症が確認されていますが、RSウイルスの流行が落ち着く3月から6	
月にかけて発症する割合が最も多く、保育園や小学校などで流行することが
あります。
※必ず検査をする必要はないと思いますが、迅速診断の対象は、6歳未満で画像診断または
胸部聴診所見による肺炎が疑われる場合のみ適用となります。

家庭内でも感染対策を!
ヒトメタニューモウイルスの治療法は、風邪薬や解熱剤などを処方する対処
治療です。水分をしっかり摂り、脱水症状にならないようにしてください。
症状がひどいときや細菌感染がある場合は抗菌薬を投与することがありま
す。咳やくしゃみ、ウイルスに直接触れることから感染するので、手洗いとア
ルコールが主成分の消毒剤の利用、人混みを避けるなど家庭での予防が重要
です。おかしいなと思ったら「かかりつけの小児科」を受診してください。

名誉院長 小児科
井上 馨 医師

感
染
対
策
が

大
切
ニ
ャ
！
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N I S H I N OM I Y A  KA I S E I  H O S P I T A L

当院ホームページ
で

毎週更新！

スタッフコラム連載中！
ご質問が多い事例の紹介やミニ知識、
部署のご紹介など、さまざまな視点から
病院のことをお伝えします！

詳しくは当院ホームページをチェック！ 西宮回生病院

リハビリ部
「手術後のリハビリ

テーション」

病児保育室
「病児保育室って？」

作業療法士
「認知症でもリハビリの
対応はできるの？」

栄養部
「冬野菜を食べよう」

看護部
「効果的な水分補給を」
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アクセス

西宮
阪神電鉄本線

JR東海道本線

国道 2号線

阪神高速 3号神戸線

浜夙川橋

打出

芦屋 さくら夙川

川添派出所
● 

香櫨園 阪神高速3号神戸線	（西行）芦屋出口より約7分
	 （東行）西宮出口より約7分
阪神高速5号湾岸線	 （西行）西宮浜出口より約7分
	 （東行）南芦屋浜出口より約7分

どなたでもご乗車できる、無料送迎バスを運行しています。
※日曜・祝日・年末年始は運休です。詳細はお問い合わせください。

●阪急夙川駅南　側道

※乗降場の詳細がご不明な場合は、当院までお電話にてお問い合わせください。

●JRさくら夙川駅南　側道

・・・無料送迎バス停

●阪神香櫨園駅南側　駐車場

〒662-0957	兵庫県西宮市大浜町1番4号

☎	0798-33-0601

阪神電鉄本線	香櫨園駅より南へ徒歩約13分

無料送迎バス時刻表

無料送迎バス乗降場

車の場合

電車の場合

病院発
阪神
香櫨園駅
（降車専用）

JR
さくら夙川駅

阪急
夙川駅

阪神
香櫨園駅
（乗車専用）

病院着

			9時台 9:05 ―  9:20  9:25  9:35  9:45

10時台 10:05 ― 10:20 10:25 10:35 10:45

11時台 11:05 ― 11:20 11:25 11:35 11:45

12時台 12:05 ― 12:20 12:25 12:35 12:45

13時台 13:05 ― 13:20 13:25 13:35 13:45

14時台 14:05 ― 14:20 14:25 14:35 14:45

15時台 15:05 ― 15:20 15:25 15:35 15:45

16時台
16:05 ― 16:20 16:25 16:35 16:45

16:50 降車専用 降車専用 降車専用 ― ―

※満席になり次第出発いたします。停留所以外での乗降はできません。ご理解いただき、ご利用くださるようお願いいたします。


